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支
那
一
農
業
に
謝
す
る
水
の
官
義
に
就
い
て
は
既
皇
べ
た
の
で
あ
る
科
、
本
稿
陀
引
で
は
北
支
農
明
言
語
げ
る
人
事
概
の
間
宮
内

を
、
農
家
経
済
と
の
閥
聯
に
於
い
て
ま
り
具
強
的
に
明
に
し
た
い
。
北
支
に
於
て
は
自
然
白
獄
成
茜
し
て
、
洪
水
(
防
本
主
掛
さ
の
町

問
題
も
極
め

τ重
要
~
で
あ
る
が
、
此
の
間
園
児
は
滋
で
は
立

λ
ら
友
い
い
e

考
察
D
針
象
と

ιて
は
‘
北
支
由
主
要
農
業
地
帯
た
る
北

F

方

一

全

保

を

中

心

と

す

る

。

守

、

一

。

民

/

明

開

北
方
草
原
は
、

X
叫
ツ
ク
白
所
謂
「
多
婆
高
梁
匝
」
に
岡
崎
し
、

E
L
で
は
小
萎
・
宜
同
梁
6

棉
花
'
粟
・
王
窃
黍
等
を
主
要
作
物
と
醜

し
、
主
と
し
て
二
年
三
毛
作
制
、
次
い
で
一
年
)
二
毛
作
制
位
よ

ι畑
一
叩
農
業
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

4

r

'

件
一

M

J

瀧
一
概
し
ラ
る
耕
地
は
綿
耕
地
面
積
の
五
・
七
日
比
一

γ
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
水
田
は
一
部
分
化
白
み
存
在
ず
る
。
粘
質
ム
ベ
一
壊
り
多
量
鵬

J

白

た
増
加
」
襲
用
淡
水
の
多
重
供
給
と
さ
ヘ
ヤ
あ
れ
ば
、
¥
現
在
暴
露
件
の

Z於
て

i
、

主

主

事

作

地

域

呂

写

る

胡

事
は
旬
能
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

zー
は
組
め
て
閑
難
在
る
問
題
で
あ
ら
う
a

山
東
・
河
北
雨
省
に
於
け
る
濃
慨
は
河
川
陀
称

主
る
よ
り

-S、
地
一
F
水
の
利
用
内
井
戸
一
・
泉
V

が
よ
ト
多
〈
普
及
し
、
.
雨
省
一
と
も
濯
概
耕
地
面
積
D
八
O
一
%
以
上
が
地
下
水
利
用
D
濯

拙

慨
に
あ
る
と
推
定
さ
h
吋
特
陀
井
戸
は
決
定
的
要
素
で
あ
る
c

河
南
省
に
於

τも
井
戸
は
重
要
注
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
共
れ
故
、

Z
J
2
j
4

イ?

/ 

、
ヘ

jo!j 

ι 

北
支
農
業
主
糟
翻

五
六
六

九

静
五
続

第
五
す
四
絵

北

農

業

司個、
、-

/濯

井

戸

商聾

慨

を

中

f ¥班

て

支

崎

武 ι

雄

山

サ;'"

ジ



以
下
に
於
て
は
井
戸
藩
慨
を
中
心
と
し
て
考
察
し
よ
う
と
思
ム
。

完

北
+
止
に
a
於
て
、
か
-s
る
特
異
在
る
灘
翫
方
法
白
行
は
る
h
A

所
以
は
、
第
一
に
河
川
'
澗
沼
の
利
用
困
難
涯
号
賠
に
存
す
る
。
卸
ち
…
刊行

(

降
水
量
の
小
量
・
そ
の
雫
筒
的
分
布
の
一
不
良
及
び
森
林
の
快
如
等
に
よ
り
、
河
水
の
増
減
起
し
〈
、
湖
沼
・
池
等
に
も
乏
し
い
。
加
り

ヘ
¥

f

し

r

L

之
、
大
規
模
た
る
溝
渠
の
開
撃
・
維
持
が
必
要
捻
る
に
屯
拘
ら
宇
、
北
方
平
原
は
勾
配
綬
↑
な
る
う
へ
諸
河
川
は
合
沙
量
極
め
て
大
た

る
録
、
之
を
困
難
詮
ら

L
め
て
ゐ
る
。
而
も
農
家
は
経
済
的
窮
迫
D
た
め
村
落
共
同
白
濯
瓶
事
業
を
も
途
行
し
う
右
可
能
性
た
〈
ー

政
府
の
水
利
費
の
不
足
、
官
僚
征
軍
閥
の
批
政
・
土
匪
の
跳
梁
等
は
既
存
白
水
利
施
設
を
も
荒
慶
尺
蹄
せ
し
め
、
事
費
前
園
民
政
府

医
よ
る
水
利
建
設

ι未
だ
そ
の
端
緒
に
つ
い
た
と
と
ろ
で
あ
O
た。

平
一
原
地
帯
は
一
般
的
に
地
下
水
症
が
高
ノ
汁
盤
井
が
北
較
的
容
易
た
る
が
故
に
、
井
戸
灘
慨
が
主
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
併
し
乍
ら
北
支
に
は
ア
ル
カ
リ
土
壌
が
康
汎
に
存
在
し
、
地
下
水
が
理
分
を
含
有
す
る
た
め
濯
減
陀
一
趨
せ
宇
、
或
は
ま
た
淡
水

を
濯
し
r
L
て
も
盤
分
を
地
表
に
堆
積
す
る
己
と
・
1
あ
り
、
!
人
工
濯
慨
を
自
然
的
に
制
約
じ
て
ゐ
る
V

L

由
一

井
戸
濯
慨
は
主
白
止
り
行
は
れ
た
白
、
で
あ
る
が
、
之
が
一
般
に
普
及
し
た
の
は
比
帆
的
最
近
白
と
十
九
で
あ
る
。
河
北
省
に
一
於
で
最
一

も
蛍
建
し
、
特
に
西
河
随
一
帯
は
そ
の
中
心
地
で
も
る
。
清
苑
e

定
勝

-
E定
及
び
石
家
庭
附
近
は
、
濯
概
商
積
が
金
耕
地
の
ム
ハ

O
、

一

戸

%
以
止
に
撞
い
て
ぬ
る
。
河
北
省
一

O
八
牒
の
盤
井
限
激
は
民
国
一

J
0
1
二
四
年
間
に
於

τ、r
各
年
各
々
一
一
六
、
丸
四
図
。
↓
七
、

一
一
一
コ
一
。
一
五
、
四
七
一
。
入
、
六
七
七
9

二
つ
京
六

O
限
で
あ
lh。

山
東
省
に
於
で
は
魯
商
匝
、
魯
北
匝
の
ニ
捕
に
比
較
的
多
い
が
一
般
院
は
普
及
し
て
ゐ
た
い
。
同
省
一
(
U
五
燃
に
於
け
る
脅
有
漉

翫
用
井
六
一
高
除
、
r

民
圏
一
四
年
度
新
馨
井
九
一
、
八
六
九
、
民
国
一
九
年
度
一
一
五
吋
八
六
六
眼
で
あ
A

9

6

7

'

北

東

農

業

主

糟

翫

五

六

也

俸
五

f
回
品
世

第
五
時
都

丸

= 

5) 
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頁一

あ

る

。

ノ

J

、
↓
尻
、
リ

~

円

。

年

駅

、
今
河
北
省
の
例
陀
よ
れ
ば
次
白
如
く
で
る
る
。
民
周
二
五
年
に
於
て
は
、
河
北
省
農
悶
水
利
委
員
舎
は
河
北
省
盤
調
貸
款
寅
施
耐
掛
け
動
出

論

、

由

法
を
制
定
し
墾
井
貸
款
の
犬
綱
色
決
定
、
次
い
で
深
田
柄
、
易
服
、
河
問
、
南
皮
、
成
安
の
五
臓
を
選
び
、
各
臓
を
し
て
各
々
農
間
貸
開
世
。
¢

耕
漉
競
吋

J

款
撃
事
且
施
ノ
排
出
掛
を
規
直
せ
し
め
、
共
の
地
の
諸
事
情
を
制
酎
酌
し
て
撃
井
貸
款
を
行
は
し
め
た
の
で
あ
る
。
以
下
此
等
の
規
約
の
主
鶴
一
長
山

東
攻
、
。

要
な
る
鮪
を
列
皐
し
よ
う
0

1

♂

山

地

巻

出

司

、

農

五

回

二

各

瞬

白

霊

前

質

施

直

一

時

は

、

先

づ

聞

製

容

易

に

し

て

利

益

出

?

必

要

な

る

所

よ

噌

始

め

る

。

、

。

一

編

去

汁

国

一
十
際
政
府
は
、
財
政
、
建
設
白
雨
科
、
正
式
白
農
業
機
関
、
両
骨
及

Z
E熱
品
な
る
紳
士
を
レ
て
堅
一
井
貸
款
経
理
委
員
官
を
組
織
し
て
事
務
を
揖
軸

J
K

一

営せ一
L
品
る
。
或
は
盤
井
技
術
員
を
招
碍
、
養
成
す
る
。
技
術
員
以
外
は
無
給
と
し
抽
カ
艇
費
を
節
約
4

4

J

j

f

、

調

民

、

町

商
久
究
副

て
省
よ
り
白
副
賞
金
圭
基
金
と
し
、
富
農
、
慈
善
圏
膿
よ

p
も
費
由

r

や

募

集

す

る

。

、

網

崎

市

町

市

ι

一
、
小
農
は
優
島
田
町
t
有
サ
。
所
有
面
積
小
一
な
る
者
は
数
戸
共
同
し
、
式
は
合
作
祉
法
に
依
り
竪
井
合
作
祉
を
組
織
す
る
。
特
に
探
豚
に
点
て
は
、
諾
一
融
担
問
U

費
用
の
骨
措
‘
潜
水
順
序
、
共
同
省
問
。
所
有
地
目
先
買
権
(
但
L
静
E

一
者
が
特
に
高
f
買
ふ
場
合
は
と
の
限
り
に
非
ず
)
、
首
設
井
戸
に
よ
る
漉
斑

一
〆
地
由
購
入
者
に
劃
す
る
時
制
限
撃
に
什
害
規
定
し
て
ゐ
る
。

) ， 

北
支
農
業
と
溜
概

第
五
十
四
巻

第
五
披

五

六

凡

九

四

河
南
省
北
部
に
於
て
は
、
必
陽
、

Q

修
武
、
安
陽
、
視
勝
、
獲
嘉
、
新
郷
、
臨
頴
、
楽
陽
、
議
賂
等
の
諸
燃
に
鑓
で
あ
お
。

(
註
一
)

指
の
諸
統
計
は
勿
論
充
分
正
確
で
は
友
〈
)
去
た
」
時
的
友
井
戸
も
存
在
す
る
で
あ
ら
ち
。
従
っ
て
井
戸
謹
蹴
の
普
及
を
過
大
評

慣
す
る
己
と
は
出
来
た
い
が
、
井
戸
数
は
潮
増
白
傾
向
に
あ
る
と
思
ぷ
れ
る
。

〈
誌
一
)
キ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
}
豚
揖
線
描
線
二
王

O
哩
聞
に
於
て
数
吉
田
一
一
時
的
「
土
井
L

が
弧
ら
お
い
h

潜
水
後
暗

r織
で
が
耕
抽
と
な
す
た
拍
再
び

埋
h

め
ら
れ
る
と
四
車
ー
だ
ち
が
こ
由
事
貨
は
北
支
品
小
農
が
如
何
に
土
地
弔
足
白
重
堅
下
位
在
る
恥
を
如
貨
に
物
語
っ
て
ゐ
る
の
で
号

t

併
し
乍
ら
磐
井
事
業
は
農
民
自
身
に
よ
る
よ
り
も
、
寧
γ

ろ
省
政
府
並
に
華
洋
義
賑
舎
等
の
周
鰹
の
奨
励
促
踏
に
上
っ
て
之
が
行
は

〆

れ
た
白
で
あ
る
。
河
北
、
山
束
、
河
南
各
省
共
も
各
地
に
於
て
盤
井
貸
款
を
中
心
と

T
る
諸
種
目
撃
井
奨
励
政
策
を
寅
施
し
た
の
で

¥ 

¥ 
V 

/， '必
~'，，; 
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一
、
一
↓

0
0畝
以
上
白
地
主
に
は
貸
款
た
行
は
ず
。
島
原
竺
於
て
は
ニ
。
。
融
以
上
白
地
主
に
調

L
強
制
的
に
模
範
白

J

爆
撃
井
せ
し
品
得
る
e

f
 

一
、
貸
款
を
受
け
ん
百
ず
る
農
家
は
、
製
井
場
所
並
に
計
室
内
容
を
詳
細
に
極
理
委
員
骨
に
申
告
し
、
同
骨
四
一
調
査
役
目
許
可
に
よ
り
借
用
静
岡
替
を
作

成
す
る
。
之
に
は
寄
商
白
梓
誼
人
識
は
地
券
、
有
僚
議
券
白
描
保
を
必
要
と
す
。
但
し
郷
長
白

E
式
保
謹
に
よ
WJ
同
舎
の
許
可
を
う
れ
ば
措
保
品
認

な
し
。

一
、
貸
款
最
高
田
聞
は
三

O
O元
と
す
。
年
利
は
五

O
畝
以
下
白
所
有
者
四
分
、
一

0
0畝
以
下
六
分
、
一

O
O畝
以
上
八
分
と
す
。
但
し
南
皮
、
河
問

雨
豚
に
於
て
は
戸
律
に
各
五
分
、
及
び
六
分
で
る
る
。
王
年
四
年
賦
償
還
と
し
史
岡
田
あ
れ
ば
翌
年
に
起
じ
う
る
。
易
踊
に
於
て
は
所
有
畝
敷
別
に
よ

現
償
還
期
聞
に
差
異
世
設
け
ボ
農
を
保
護
す
@

一
、
貸
款
後
二
ヶ
月
以
内
に
盤
井
を
完
成
久
ペ
(
、
然
ら
ざ
る
場
合
経
理
委
員
官
に
申
告
を
要
す
。
一

一
、
計
責
通
り
施
工
せ
ず
或
は
資
金
を
他
に
油
用
ナ
る
事
あ
ら
ば
、
貸
付
金
を
車
上
げ
底
罰
す
る
。
南
皮
豚
に
於
て
は
貸
款
後
の
襲
井
中
止
海
禁
止
す
。

て

一
、
易
勝

ι於
て
は
各
区
伯
母
安
周
々
長
会
仕
分
駐
一
脚
部
官
が
貸
款
耐
に
榔
鎮
長
則
と
骨
同

L
-
闘
保
亘
項
を
詳
細
目
調
査
し
照
政
府
に
親
骨
ナ
品
。

而
し
て
毎
年
輩
井
情
況
を
凹
同
報
告
す
る
。
成
安
麟
に
一
於
て
ほ
郷
長
が
完
杢
に
責
任
を
負
掃
す
。
〆
/
』

一
一
、
竣
工
後
経
理
委
畳
曾
-
は
之
を
掛
査
し
、
借
款
者
由
姓
名
、
件
所
、
借
受
領
、
半
月
、
井
口
の
直
制
阻
止
び
深
度
、
ホ
量
、
工
事
費
等
を
楕
加
に
記
入

十
金
、
荷
加
は
凹
分
じ
河
北
省
農
回
水
利
委
員
官
及
び
建
設
臓
に
-
っ
宛
特
~
設
し
、
豚
政
府
、
調
理
委
員
曾
に
も
保
存
す
る
グ

一
、
成
競
優
良
な
る
も
白
は
、
牒
畦
府
が
之
を
匙
設
聴
に
推
奨
す
る
。

右
D 

諸
規
定
に
主
る
民
国

十

五
年
度
由

貿
績
は
そ党
白

量日
〈

守E

あ

奇問

合成商問晶探 眠
￥ 

費十安皮間 l孫腕 "11 
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北
支
農
業
と
櫨
蹴

五
七

O

第
五
醐

， c身

第
五
十
四
巻

九
六

右
に
よ
れ
ば
、
農
村
に
低
利
資
金
を
貸
付
秒
、
特
に
小
農
に
謝
L
て
は
貸
付
に
於
耽
る
優
先
植
を
認
め
、
共
他
諸
種
白
保
護
政
策

七
年
行
品
.
へ
き
と
と
を

J

規
定
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
経
済
的
に
窮
迫
し
高
利
貸
借
の
軍
師
陛
下
に
あ
る
小
農
に
と
り
で
は
極
め
て
重
要
友
る

意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
も
此
の
濃
瓶
用
井
は
、
諸
規
約
並
に
一
眼
品
目
漉
岡
畝
数
よ
り
凡
で
明
に
有
利
註
る
新
式
引
戸
で
い
あ

る
。
併
し
乍
ら
現
寅
に
於
て
、
農
村
内
白
如
何
た
る
階
居
が
己
白
貸
款
を
利
用
じ
え
た
で
あ
ち
う
か
。
一
此
の
鮪
に
関
し
て
は
寅
額
報

、
滑
か
ら
は
何
等
白
判
断
を
も
た
し
得
悲
い
白
で
あ
る
が
、
官
商
D
保
詮
或
は
権
保
提
供
の
必
要
は
小
農
の
借
受
に
針
す
る
制
限
を
是

々
す
で
あ
ら
句
、
ま
た
ボ
農
が
此
白
低
利
貸
付

mw庁
に
(
必
要
た
る
盤
井
費
を
布
す
る
か
否
か
も
問
題
で
あ
る
。
河
北
省
撃
が
貸
款
寅
施

耐
師
法
第
十
一
保
中
に
は
、
「
甚
或
却
柏
崎
加
貸
款
L

占
あ
り
、
従
来
に
が
け
る
か
L

る
資
金
の
利
用
の
一
暗
い
一
面
を
物
語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

、

貰雄第報官舎国明

、
書

戸

病

町

山

句

山
及
、
河
寄
省
長
℃
も
同
様
。
政
策
が
行

f、

空

襲

に

於

て

依

存

苦

ー

と

し

て

撃

事

誌

の

指

導

蓄

が

昆

糊

さ
れ
で
ゐ
る
。
，

t

〆

自

J

幸
洋
語
審
(
E
E
H
E
R
E
S弘
司
自
民

H
E
w
-
j
E
E
v
m
E
)は
本
来
天
災
り
時
前
一
及
び
防
災
事
業
を
提
唱
せ
る
も
の
で
あ
る
γ
鵬…

¥
が
も
高
岡
十
年
各
地
白
義
一
懸
闘
を
合
併
改
組
し
て
北
京
に
総
合
を
設
け
、
十
一
年
農
利
委
競
争
乞
組
織
し

τ農
村
の
調
査
工
作
義
鵬

事
し
刈
十
二
年
六
百
十
簡
京
兆
白
香
河
鳩
山
に
最
初
白
合
作
一
肢
を
設
立
、
同
年
八
月
合
作
委
耕
曾
を
組
織
し
て
合
作
事
業
主
開
始
し
た
出
掛

で
あ
る
。
合
作
事
業
白
根
本
方
針
は
農
民
を
協
助

L
て
農
業
建
設
を
促
進
ず
る
事
と
明
白
に
山
規
定
さ
れ
た
同
士
づ
信
用
品
品
一
粧
を
設
腕

元
し
瓶
詰
種
事
実
の
績
犬
を
企
闘
し
た

0
2宮
於

て

合

作

粧

が

全

闘

室

長

著

遂

げ

吾

、

は

会

主

義

賑

舎

に

よ

臓

る
の
で
あ
る
。
合
作
祉
陀
よ
る
貸
款
資
金
の
用
途
は
、
主
と

L
て
欝
債
の
償
還
、
牲
畜
或
は
車
輔
の
購
入
、
食
横
費
、

J

杷
料
費
等
忙
書

円
買
て
ら
れ
、
海
説
、
製
井
費
に
周
ひ
ら
れ
た
も
D
は
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
一

E

口
営
貸
款
翻
は
最
初
の
了
ノ
ニ
年
は
三

G
一
花
以
下
に
叫
叫
一
切

る
ミ

¥ ::''' 

、

九一 μ 九



L
て
其
の
後
漸
増
せ
る
も
二

O
元
以
下
が
多
数
を
占
め
て
ゐ
た
。
従
っ
て
盤
井
事
業
陀
掛
ず
る
合
作
枇
の
意
義
も
之
を
過
大
評
慢
す

る
己
在
は
同
来
左
い
つ
ま
た
支
那
に
於
け
る
合
作
祉
自
燈
モ
の
組
織
、
機
能
に
於
ー
て
幾
多
白
問
題
が
あ
る
。
併
し
乍
ら
繋
井
事
業
K

勤
し
で
も
華
洋
義
脹
合
及
び
そ
白
合
作
枇
由
直
接
、
間
接
D
建
設
的
役
割
は
育
分
に
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
た
い
で
あ
ら
う
。

定
闘
相
に
於
て
は
民
園
九
年
の
犬
ー
一
早
越
に
よ
る
災
害
E
契
機
と
し
て
、
同
十
年
華
洋
議
賑
曾
D
提
唱
に
よ
る
新
式
磐
井
が
行
は
れ
、

撃
井
費
一
眼
首
り
洋
四

O
一
疋
白
中
同
合
よ
り
洋
二

O
一
万
の
補
助
主
受
け
た
。
先
ヴ
買
業
局
が
華
洋
義
賑
舎
の
調
査
員
に
協
力
し
て
詳

細
に
調
査
し
て
後
補
助
を
r

行
っ
た
。
此
の
補
助
は
碍
井
に
叫
到
し
て
行
は
れ
売
が
、
村
内
の
井
戸
掘
が
馨
井
せ
る
潟
良
好
在
る
井
戸
は

茜
元
・
9
く
、
水
平
も
獲
鹿
麻
主
り
持
ち
来
っ
た
。
か
〈
て
一
般
に
普
及
せ
ぎ
り
し
故
買
業
局
は
各
村
に
通
告
し
、
官
立
平
鰹
局
の
剰
、

飴
金
を
補
助
せ
し
め
、
更
に
機
械
に
よ
る
磐
井
法
を
村
民
に
習
得
せ
し
め
た
。
共
の
結
果
次
第
に
盤
井
が
盛
と
な
り
、
民
園
十
二
年

に
は
、
優
秀
た
石
井
戸
掘
が
山
東
省
曹
州
府
に
汲
遣
さ
れ
た
ι
首
地
に
於
て
撃
井
完
成
せ
る
時
に
は
、

-
Z
E視
る
者
数
千
人
に
し
て

四
・
五
十
車
外
の
農
民
も
棉
で
商
事
翻
し
た
J

之
に
由
ヲ
て
山
東
省
も
始
め
て
撃
井
を
提
唱

ιた
の
で
あ
る
。
定
勝
た
於
て
は
共
の
後

北
車
も
牒
内
で
製
造
L
、
民
園
十
九
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
井
戸
数
は
農
家
}
戸
営
り

0
・
八
九
限
の
多
き
に
建
し
4
向。

以
上
に
於
て
北
支
の
井
戸
灘
視
の
護
展
を
概
述
し
た
の
で
あ
る
が
、
突
に
井
戸
の
構
浩
を
略
漣

L
I
う
9

諮
淑
用
井
片
に
は
、
土
井
、
碍
井
、
石
遺
井
全
一
、
一
種
が
あ
る
。
土
井
ば
上
を
掘
っ
た
盛
白
も
の
で
維
持
年
数
も
短
〈
漣
淑
能
力
小

で
あ
る
。
碍
井
は
井

F
の
内
部
を
捕
時
五
で
積
重
ね
た
も

e

の
で
あ
り
、
井
戸
底
に
竹
又
は
鍛
管
を
押
し
て
湧
水
を
大
友
ら
し
め
て
ゐ
る

も

D
Sあ
る
。
石
浩
井
は
石
を
霊
ー
ね
た
も
白
で
、
他
白
鮪
に
於
て
は
碍
井
と
略
々
同
様
で
あ
る
。
井
戸
は
図
形
の
も
の
多
く
‘
そ
の

直
径
ば
大
韓
二
米
内
外
で
あ
り
、
碍
井
及
び
石
岩
井
に
於
て
は
井
口
よ
り
志
水
面
の
よ
り
庚
い
も
白
も
存
す
る
σ
一
深
さ
は
地
下
水
位

F

，
 

の
高
さ
如
何
に
よ
呂
ロ
撃
井
費
は
そ
白
土
地
の
誇
傑
件
、
井
戸
の
構
浩
却
何
陪
よ
り
ι

具
る
が
、
前
遁
せ
る
定
燃
の
調
査
に
よ
れ
ば
村

北
支
農
業
主
溜
蹄

傍

五

寸

四

巻

五

七

/
 

丸
七

勢
五
出
割

、
¥
 

炉
、

‘v 

隆

平

lrー

、
、干

J 一一一一一~，-，一一一
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北
支
農
業
と
謹
献

俸
五
十
四
巻

停
五
披

五
-h 

k 

九
人

内
井
約
三
一
一
一
元
、
村
外
井
約
五
四
元
位
し
て
、
民
園
ニ

O
年
に
於
砂
Z
大
井
(
碑
井
)
め
費
用
は
入

O
元
前
後
で
あ
る
。
此
む
黙
に
隠

し
て
は
物
領
一
白
鑓
動
の
影
響
主
受
け
る
己
と
が
大
で
あ
る
。
比
較
的
最
近
白
調
査
τ

に
よ
恥
ば
、
土
井
、
ム
ニ
七
元
、
小
碍
井
、
一
五

O

元
、
犬
鶴
井
、
三

O
C元
で
あ

hlv
済
南
市
近
郊
に
於
て
は
、
水
車
子
(
又
は
輔
輔
ニ
個
)
を
設
置
オ
る
井
戸
、
二
一
三
元
、
職
輔
一
個

主
設
置
す
る
井
戸
、
一
四
七
元
一
(
何
れ
も
碍
井
)
セ
v

島
民
肘
に

泊。

i

¥

揚
水
器
は
腕
輔
、
桔
棒
、
水
車
子
に
主
る
。
離
櫨
は
最
も
庚
〈
使
用
せ
ち
れ
、
桔
棒
と
共
民
大
力
に
よ
り
櫨
概
さ
れ
る
。
水
草
子

に
は
三
十
二
柾
鍛
水
車
、
二
十
四
柱
鍛
水
車
、
帥
見
歯
輪
水
車
等
種
々
あ
る
が
弓
水
平
と
垂
直
と
一
一
個

C
歯
車
を
噛
み
合
せ
、
水
平
の

商
事
、
を

ι
顕
乃
至
二
一
矧
の
役
者
に
よ
り
廻
蹄
t
し
め
る
も
の
が
多
い
。
靭
櫨
の
債
格
一
は
民
園
十
丸
年
四
前
述
せ
る
定
臓
の
調
査
に
よ

れ
ば
四
・
五
元
、
水
早
子
は
八
七

l
一
O
O元
で
あ
っ
穴
が

7
右
の
華
北
占
交
通
倉
紅
白
調
査
托
よ
れ
ば
、
糠
櫨
一
竺
五
了
二

O
一万、

水
車
子
は
一
六

O
一
冗
に
騰
貴
じ
て
ゐ
る
。

一
眼
首

H
湛
郵
臥
教
は
、

f
壌
の
陛
時
代
井
戸
の
水
量
、
作
物
の
種
類
、
揚
水
器
等
に
よ
り
、
異
り
僅
か
敷
畝
よ
り
五
十
献
の
康
吉

に
至
言
。
水
草
子
に
よ
れ
ば
糠
櫨
よ
り
も
二
・
一
『
一
倍
白
耕
地
を
濯
概
し
う
る
。
前
者
。
揚
合
に
於
て
、
一
一
眼
営
り
普
通
三
(
U
畝
内
外

で
あ
る
。

--

井
戸
謹
概
は
特
殊
た
る
瀧
減
方
法
で
あ
り
ぜ
従
っ
て
ま
た
之
は
農
業
経
営
と
相
互
に
諸
種
の
関
聯
を
有
し
て
ね
る
。
以
下
そ
の
主

要
怒
る
勲
に
就
い
て
検
討
し
ょ
ラ
と
思
品
。

-
、
井
戸
の
扇
有
関
係

山
東
省
泰
安
蘇

F
D
一
一
村
落
に
於
け
る
農
家
階
居
別
に
よ
る
所
有
分
布
は
次
の
如
く
で
あ

hr

ぺ、ト、

ノ
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農
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司
「
百
分
比一{]DMm

言
。

一
口
口

一[}己

第
五
強

右
に
於
て
明
た
る
如
ノ
¥
井
戸
白
所
有
者
は
自
作
農

ι於
て
最
も
裁
く
、
而
も
諮
語
能
力
の
大
た
る
器
械
井
戸
は
殆

E
此
の
階
居

e

i

 

に
集
中
し

τ
ゐ
る
。
磯
瞳
井
戸
は
己
主

ι於
て
も
最
も
多
い
が
、
そ
の
七
割
が
自
作
農
に
集
中
し
、
比
較
的
小
規
模
在
る
茶
関
井
戸

J
K
於
て
も
、
共
の
大
半
が
自
作
農
D
明
有
に
属
し

τゐ
る
。
右
表
中
農
外
に
於
け
る
井
戸
は
宇
と
し
て
飲
料
朋
井
戸
在
る
が
故
J
K
、

道
涙
用
井
戸
白
自
作
農
へ
の
集
中
広
は
わ
ト
高
い
も
の
と
言
ひ
?
令
此
の
表
陀
於
て
は
農
家
白
粧
品
耐
規
模
別
に
よ
る
護
班
用
井
戸

の
分
布
欣
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
此
の
賭
に
闘
す
る
河
甫
省
彰
徳
牒
宋
村
に
於
砂
る
専
農
に
就
い
て
の
調
査
に
よ
れ
ば
次
の
如
〈
で

¥、

あ
る
。

乗

ヘ

。
鼠

一一、=一
O
畝

JjJ1-

戸
有

官

井平"〆，

畝

下

数均 U

0
・
一
五

0
・
七
五

右
に
主
れ
ば
二

C
畝
以
下
恒
一
鰹
替
農
家
に
於
て
は
殆
ど
磐
井
能
力
を
有
せ
十
、

と
と
が
明
か
で
あ
る
。

一寸一

1
五

O
畝

ト五
-
L
O
O畝

「
・

oo--

七

商館調査部編、前梅毒、 "3頁。

一-一

O
畝
以
上
の
農
家
に
於
て
確
実
に
盤
井
し
う
る

北
支
に
於
て
は
自
作
農
が
絶
封
多
数
を
占
め
、
且
つ
所
有
地
と
経
器
規
模
と
は
略
々
同
一
で
あ
る
。
北
方
市
T

原
に
於
け
る
農
家

@
J

自

北
支
農
業
と
謹
厳

第
五
十
四
巻

五
七

丸
.丸

.' 



y 

， 

第
五
十
四
巻

北

支

農

業

主

諮

前

第

五

銃

一

Q
O

平
均
経
晶
画
面
積
は
一
一
一
一
九
で
あ
る
が
¥
一
般
拡
二

O
畝
以
下
白
農
家
が
最
も
多
f
I
右
陀
引
用
せ
る
泰
宏
営
於
V
は
白
川
丸
畝
以
下

の
農
家
が
綿
戸
数
の
約
半
ば
を
占
め
て
ゐ
る
。
縫
っ
て
、
井
戸
所
右
闘
係
は
基
本
的
に
経
営
規
模
、
従

Oτ
土
地
所
有
聞
係
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
て
偽
る
の
モ
あ
る
。
共
の
上
、
支
那
に
於
℃
は
か
L
る
小
規
模
た
る
土
地
が
甚
し
〈
分
散

L
て
ゐ
る
。
土
地
の
分
散
は

特
に
支
那
農
業
の
最
も
重
要
怒
る
特
徴
で
あ
り
、
一
農
家
首
卒
均
五
・
六
-
筆
で
あ
弘
。
此
れ
は
主
と
し
て
分
頭
均
分
担
恨
制
に
土
る

の
で
あ
る
が
、
之
が
亦
盤
井
に
劃
す
る
制
限
主
私
し
て
ゐ
る
。

ま
た
既
漣
白
如
く
J

繋
井
費
及
び
水
車
費
も
相
川
屈
の
額
に
よ
り
、
飢
餓
練
民
泣
い
・
生
活
に
あ
る
-
一
般
小
農
に
取
り
で
は
盤
井
は
到
一

底
堅
む
べ
く
も
左
い
。

従
っ
て
小
農
は
数
戸
共
同
し
℃
磐
井
す
る
揚
合
も
あ
る
。
例
べ
ば
泰
安
膝
の
調
査
に
よ
れ
ば
攻
の
如
く
で
あ
旬
。

ー
ト

I
I
I
l
-
I
l
l
l
-
r
r
I
t
-
-
t
i
t
i
l
-
-十
I
I
I
-
-

自

有

白

一

日

間

ー

一

同

ー

用

一

及

一

部

貸

性

f

一

ー

共

有

-

共

敬

一

三

「

O
限

一

回

中

小

百

円

一

一

ー

一

六

限

一

一

一

↑

五

封

一

}

九

眠

↑

ニ

九

区

-

帥

削

i
j
i
-

、

一

ー

畝

一

-

i

f

-

a

一

ijj

一

晴

r
-

四
六
二
三
一
一
三
六
帰
一
一
一
五
川
三
八
五
一
三
O
M
P

一
五
七

F
U

二
一
五
一
四
四
区

溜 F 限

概

面

註
、
一
一
畝
は
一
ユ
官
畝
品
開
。

五
七
回

用

、¥

而
し
て
、

2
日
用
及
一
部
貸
付
白
井
戸
は
他
入
岡
上
に
給
水
す
る
に
嘗
つ
ぺ
賃
貸
料
或
は
給
水
料
ゆ
如
き
も
の
h

牧
受
全
然
註
く
、

自
家
用
水
白
徐
分

E
他
人
D
申
出
に
よ
っ
て
好
意
的
に
給
水
す
る
も
巴
で
あ
っ
て
、
そ
の
聞
に
何
等
契
約
等
は
存
在
せ
や
一
‘
方
的
の

理
由
で
給
水
を
担
絡
し
う
る
、
の
で
あ
る
が
、
い
F
h
v
る
閥
係
は
主
と
し

τ
同
族
聞
に
置
か
れ
て
ゐ
る
矯
め
か
込
る
事
寅
は
存
在
し
た

い
-
。
共
有
井
戸
は
工
事
費
を
均
等
に
負
強
じ
て
掘
撃
で
し
た
共
有
物
件
で
あ
刀
て
、
同
喧
②
使
用
権
も
均
等
に
保
有

L
て
ゐ
る
。
己
主
夫

張・t，.-、前掲書、 '4頁。 ‘ . 
J:. ~.ßuck:" Land utilizati¥lu，in China. 193'7. p. 181. 
満畿北支躍済調査所閥、前掲書、 187頁。 ，

、〆¥
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有
も
主
に
同
族
聞
の
申
合
せ
的
の
も
D
で
契
約
書
。
存
在
は
全
く
友
い
れ
で
そ
ゆ
傍
府
に
嘗
つ
て
は
相
互
D
道
義
的
概
念
に
主
り
紛

争
白
生
守
る
が
如
昔
己
と
は
左
い
由
で
あ
る
。
共
有
井
戸
使
用
忙
闘
す
る
慣
習
ど

ιて
、
井
戸
所
在
地
の
土
地
所
有
者
に
封
ず
る
漬

地
の
補
償
と
し
て
優
先
的
使
用
植
を
認
め
て
ゐ
る
が
そ
の
他
C
共
用
者
に
劃
し
で
は
別
段
目
定
め
は
た
川
し
と
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
。

か
L
る
閥
係
は
同
族
問
白
み
に
存
ず
る
も
の
で
は
た
い
d

護
班
用
井
戸
が
掘
聾
さ
れ
る
揚
合
に
於
て
、
共
の
土
地
白
附
近
を
耕
作

す
る
農
家
が
一
無
償
で
持
働
力
主
提
供
し
、
そ
θ
代
償
と
し
て
井
戸
を
利
用
し
う
る
慣
行
も
庚
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
同
族
外
白
聞

に
於
で
も
共
同
で
盤
井
し
も
相
互
の
協
議
に

ιり
給
水
方
法
を
決
定
す
る
E
と
も
あ
る
。
共
同
井
戸
に
於
で
は
、
給
水
を
綾
つ
ヱ
紛

争
白
生
じ
る
事
も
時
々
は
存
す
る
が
、
水
に
よ
る
同
族
的
結
合
白
存
在
は
注
目
す
べ
き
窃
激
で
あ
ら
ち
o
p

=
、
選
議
錆
働
支
那
農
業
は
、
家
族
H
R
働
主
主
暢
と

L
、
そ
の
弊
働
集
約
度
は
極
め
て
高
い
。
か
L
る
高
度
の
野
働
集
約
位
は

耕
地
面
積
に
訴
す
る
農
村
λ
日
の
過
剰
、
よ
り
具
儲
的
に
は
土
地
紙
乏
の
重
岡
陛
下
に
在
る
多
数
の
農
民
屠
の
存
在
に
基
く
も
C
で
あ

り
一
、
之
は
更
に
支
那
に
於
け
る
資
本
主
義
的
褒
展
の
護
れ
、
家
族
制
度
等
に
よ
担
強
化
せ
ら
れ
て
ゐ
る
む
で
あ
る
。

誌
に
は
農
業
界
働
に
於
け
る
井
戸
濯
減
持
働
の
意
義
を
明
か

K
し
よ
う
。
併
し
、
井
戸
D
普
及
如
何
に
よ
り
濯
概
持
働
の
比
霊
は

決
定
せ
ら
れ
る
o

従
っ
て
井
戸
瀧
概
の
比
較
的
護
建
せ
る
一
一
・
三
の
燃
に
於
て
之
を
検
討
し
よ
う
と
思
ふ
。
¥

河
南
省
彰
徳
線
医
於
け
る
主
要
農
作
物
の
栽
培
に
投
下
せ
ら
れ
る
畝
首
所
要
持
働
力
は
平
年
に
於
で
次
D
如
く
で
あ
i
h
r

‘ 一
小粟棉

容花

地敷肥、転耕施W 

ロ手.五ロ.弐ロ. 

守?己 指
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牧
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其脆
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k
p
五
畿

第
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四
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五
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五
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此
等
の
報
告
に
よ
り
問
題
ど
す
べ
き
鮪
は
、
第
、
一
に
漉
蹴
地
に
於
て
ほ
植
概
持
働
が
極
め
て
重
要
怒
る
比
重
を
い
向
め
て
ゐ
る
己
と

で
あ
る
。
邸
ち
鳩
山
州
市
嘉
働
量
白
四
分
。
一
乃
至
一
二
分
の
一
に
出
庫
す
る
。
塑
戸
川

J

所
昆
野
働
量
は
恥
作
物
に
土
し
ゅ
異
り
、
情
に
小
委

棉
花
等
の
高
級
作
物
栽
培
に
於
で
、
、
上
ト
ヂ
、

ρ
弊
働
を
必
要
と
す
る
℃
と
で
あ
る
a

警
一
に
、
海
地
地
の
所
一
且
露
働
一
量
ぽ
畑
山
濯
淑

地
の
そ
れ
に
比
し
で
唱
閣
に
多
ぐ
、
而
も
轄
輔
井
戸
に
於
て
特
に
甚
し
い
E
と
で
あ
る
ゆ
窓
院
は
特
に
最
後
の
黙
に
就
い
て
検
討
し

Z
I

レ
U

M

F

L

ぅ
。
幌
管
井
戸
に
於
て
か
〈
も
多
(
白
人
間
持
働
乞
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
却
う
て
逆
に
農
村
に
於
け
る
過
剰
持
働
力
の
存
在
を
費
削
高

、
中
交
白

味
ず
る
も
の
で
あ
る
。
山
県
の
比
較
的
裕
踊
た
一
村
落
K
於
で
育
宣
教
師
が
村
民
に
謝
す
る
退
陣
と
し
て
井
戸
用
ポ

y
プ
を
熔
ら
ん
輩
、
北
L

徳
編
錨
ー

と
せ
る
際
、
村
民
が
之
の
骸
遜
白
理
由
白
一
、
と
し
て
、
水
汲
み
崎
町
働
者
。
失
業
を
あ
げ
向
と
い
し
同
一
一
掃
話
は
此
の
間
り
事
情
を
一
本
す
韓
臨
海
A

一
例
に
す
ぎ
ね
。
主
党
水
車
の
普
及
せ
ざ
る
原
因
の
一
一
は
、

E

D
趨
刑
判
勢
働
の
存
在
、
従
ワ
て
履
傭
弊
働
者
を
使
ぶ
方
が
水
車
の
使
町

d
m
f

1 

1 

A調

円

北

支

農

業

主

溜

櫛

傍

王

披

一

O

エ

-
此
白
報
告
に
於
て
は
井
戸
の
構
浩
が
不
明
/
で
あ
る
が
、
河
川
北
省

JR津
廊
に
於
け
る
民
園
十
丸
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
刈
水
草
子
に
よ

る
謹
讃
勢
働
者
救
は
所
要
叫
労
働
総
数
P
約
三
分
の
一
に
達
し
て
ゐ
丸
一

次
に
井
戸
の
種
類
別
比
よ
る
新
民
葬
働
衰
の
差
異
は
弐
の
如
く
で
あ
み
♂

汁
J
f件
物

-
-
j
-
一
幸
一
粟
一
一
ー
↑
ー
玉
局
黍
-
高
架
一
豆
一
ー
ー
類
二
落
花
生
子
ー
藷
-
一
平
/
均
一
一

一
項
目
一
v
f
E
E
E到
E
到
劃
劇

ziz事
E
掛川一

J

一
機
溜
慌
せ
一
Jifd「
る
場
-L

合
一
ゴ
一
・
一
iz
一
マ
旦
-
一
人
・
一
二
己
・
=
一
五
ム
一
一
己
一
主
主
・
一
一
A

・
{
宗
L
一
一
支
一
一
入
・
=
二
人

-
E

一
一
八
-
一
一
凡
人
一

一
同
一
機
械
井
戸
主
使
用
す
る
場
合
一
-
一
マ
一
三
・
一
一
}
守
二
一
一
人
・
て
一
孟
・
一
ニ
一
千
E

一
ェ
干
一
系
・
一
面
品
一
一
品
・
4

一|一…

l
j
-
1
i
j
l
z
A
L
一

一
致
一
ー
離
糖
井
戸
在
使
用
す
る
場
合
一
回
?
一
回
世
・
一
己
一
ET--g・

J

君
主
園
口
土
一
一
毛
・
一
夫
・
一
票
・
主
一
向
・
立

:
l
i
l
-
-一
回
J

7

八一一

i

註
、
他
に
極
め
て

J

小
商
積
り
大
穿
及
説
架
の
作
付
は
あ
り
そ
白
勢
力
は
前
者
は
時
小
葬
と
同
様
、
後
者
は
何
れ
も
瞬
櫨
井
買
を
使
用
す
る
も
由

に
し
て
-
畝
首
九
五
日
を
要
ナ
。

j

、

〉

保
五
十
四
巻

五
七
六

4 
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告五十第究酬紐彊東

一
般
的
車
問
行
で
は
た
い
。
之
輔白

九

膏

H
H

一

牲

叩

日

濯
瓶
は
車
な
る
給
水
で
は
註
〈

L
τ
λ

水
庄
市
解
せ
る
栄
養
棄
を
作
物
に
供
給
す
る
施
何
書

於

掲

肥
作
用
主
も
皆
む
も
の
で
お
る
。
従
つ
で
噛
寵
地
の
壮
一
粧
を
無
溜
淑
地
の
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
作
物
の
種
類
に
よ
り
重
吉
存
す
枇
前

る

が

、

大

愚

ハ

割

以

上

の

増

牧

で

あ

る

。

此

十

の

賠

に

闘

し

て

は

幾

多

目

報

舎

が

あ

る

ロ

農

繍

那

所

主

査

弐
佐
十
字
魁
D
多
い
北
支
に
於
で
は
、
人
工
濯
瓶
を
行
ふ
d

事

に

土

り

牧

穫

を

安

定

せ

し

め

る

と

と

が

出

来

る

。

、

調

更
に
ん
エ
濯
慨
を
行
ふ
ー
と
に
よ
っ
て

g

二
年
三
毛
作
を
一
年
三
毛
作
に
持
換
し
う
る
。
例
へ
ば
泰
安
燃
に
於
て
は
事
濯
統
一
地
盈
睡
眠
醐

之
。
支

4

か
ら
見
れ
ば
七
割
以
上
が
二
毛
作
可
能
地
に
し
て
、
且
つ
器
械
井
戸
に
あ
っ
て
は
こ
毛
作
が
夫
・
八
%
主
口
む
る
に
針
し
、
破
醤
蹴
諸

井
戸
一
安
ぞ
一
%
に
過
ぎ
で
、
器
械
井
田
川
の
耕
作
に
及
ぼ
す
好
影
響
は
糠
岨
矛
戸
に
比
じ
怠
に
大
で
あ
ら
天
需

ま
た
、
作
物
の
種
類
に
よ
り
謹
祇
り
影
響
の
呉
る
と
と
も
注
目
さ
れ
ね
ば
た
ち
た
い
ρ

棉
花
γ
小
萎
等
O
高
級
作
物
が
よ
り
多
く
お

M

北
支
農
業
、
と
漉
概

J 

、、

p

p

用
よ
り
よ
り
経
済
的
た
る
が
故
で
あ
る
。
支
那
農
業
技
術
の
低
滞
性
は
か
k

る
関
聯
白
下
に
於
て
も
解
か
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

失
に
瀧
減
措
賀
働
と
の
関
係
に
於
て
役
畜
の
問
題
に
ふ
れ
る
と
と
与
す
る
。
支
那
に
於
て
、
家
畜
は
農
業
に
附
随
闘
聯
し
だ
持
役
用

と
じ
て
、
ま
た
農
家
の
生
計
補
芳
札
意
味
を
持
つ
副
業
と
し
で
、
更
忙
は
肥
料
の
遣
問
源
と
じ
で
、
飼
養
せ
ら
れ
る
白
で

b
hが、

井
戸
濃
慨
に
於
て
は
水
草
壁
用
の
機
械
井
戸
に
於
で
問
題
と
た
る
。
北
支
陀
於
て
ほ
一
般
に
犬
家
畜
D
飼
養
に
は
=
一

O
畝
以
上
?
工

1

地
主
必
要
ど
す
右
。
之
は
井
戸
夙
有
農
家
の
所
有
畝
教
と
略
一
致
し
て
ゐ
る
。
と
の
己
と
は
水
草
の
普
及
L
う
る
基
礎
僚
件
を
な
し

て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
現
貨
に
於
て
磯
纏
井
戸
が
決
定
的
た
比
重
を
占
め
て
ゐ
る
所
以
は
、
既
に
漣
ぺ
た
如
昔
農
村
内
部
一
の
構
治
に
よ

る
自
で
あ
る
。
役
畜
の
勢
働
を
も
人
間
が
代
替
す
る
。

L 

井
戸
濯
誠
に
於
て
も
、
履
ヰ
具
、
或
は
役
畜
と
人
間
弊
働
と
の
換
ヱ
等
が
稀
に
は
行
は
れ
る
が
、

は
井
戸
白
所
有
閥
係
に
基
因
す
1

る
の
で
あ
る

q

、
井
戸
港
瓶
の
及
ナ
経
潰
的
諮
影
響

第
五
十
回
巷

五
七
七

C 

俸
五
掛

chIぃ
l
c
r
rい
に
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北
支
農
業
主
溜
蔽

第
五
十
阿
巷

豆
七
人

第
五
競

O 
凹

白
瀧
概
を
必
要
と
す
る
事
は
既
に
述
べ
た
。
果
、
高
梁
等
拡
元
来
貝
干
略
、
洪
水
に
北
較
的
祇
抗
力
が
強
い
が
、
ヘ
小
委
、
特
に
棉
花
は

槽
積
一
期
及
ひ
生
育
旺
盛
期
穴
~
る
夏
季
に
水
ゐ
h
i
必
要
と
す
る
o

棉
花
栽
培
の
最
4
古
い
川
西
前
棉
医
に
井
戸
漉
淑
が
普
及
し
て
ゐ
る
問
。

以
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、
事
作
面
積
に
針
す
る
濯
普
積
ー
の
翻
合
島
幸
と
雌
も
士
一

O
%を
同

3
0
E
F態
で

あ

る

。

世

か
E
A

る
高
級
作
物
の
増
加
は
、
一
国
聞
に
於
で
農
作
物
の
商
品
化
へ
の
契
機
を
奥
へ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
従
来
封
鎖
的
自
然
粧
梼

J

白
色
彩
を
多
少
と
も
帯
び
て
ゐ
た
北
支
農
村
枇
舎
に
到
し
て
霊
た
る
意
義
主
す
お
で
あ
ら
う
。
此
の
苦
闘
し
て
は
、
都
市
近
一
戸
a

査
期

郊
白
藤
架
栽
培
を
注
目

T
ぺ
患
で
あ
ち
ろ
。
青
島
近
郊
の
李
村
陀
於
で
は
、
地
下
水
位
も
高
く
、
降
雨
も
順
調
で
あ
る
た
め
早
越
の

ν

間引一
麗
第

被
害
は
殆
ど
な
え
穣
慨
も
菜
園
に
於
げ
る
井
水
濯
慨
が
あ
る
の
み
で
あ
る
よ
し
言
、
井
主
演
に
よ
る
襲
撃
に
よ
り
h

許

疏

菜

の

商

品

化

主

意

味

す

る

ふ

の

で

は

注

い

で

あ

ち

ろ

か

。

等

、

ゐ

~
i

時
十

キ
J

長
後
に
濯
概
よ
り
作
物
の
組
合
せ
に
F

射

す

る

影

響

も

指

摘

さ

れ

血

ぽ

た

ち

た

い

。

、

臨

時

楠

以
と
に
於
て
我
々
は
井
戸
訓
告
慨
の
及
す
経
済
的
影
響
『
考
察
し
た
o

農
家
は
井
戸
を
掘
撃
し
人
工
湛
慨
を
行
ム
ζ

と
に
よ
ワ
て
、

ι…四一間

質
島
、

共
白
牧
廿
粧
を
著

L
く

J

高
め
る
事
が
出
来
る
ひ
と
の
と
冒
と
は
叉
逆
に
農
家
経
済
に
勤
し
て
諦
穫
の
影
響
を
典
へ
る
白
で
あ
る
。
、

y

綜
青
防

護
に
よ
る
牧
益
増
加
は
必
然
的
に
地
債
の
騰
苦
痛
す
で
あ
ら
う
。
素
土
地
長
室
長
民
は
土
地
所
有
繁
極
め
て
旺
加
融

盛
で
あ
る
。
定
廓
に
於
け
る
民
園
ご
十
年
の
鯨
下
二
三
八
伺
村
の
一
調
査
に
よ
れ
ば
、
漉
翫
地
と
無
濯
瓶
一
叫
ん
」
の
聞
に
於
け
る
畝
首
地
止
閥
均

)

、

編
務
臣

¥

慣

白

差

壮

次

の

如

く

で

あ

る

。

/

部

事

制

査
支
、

、
調
北
漢

鎖
措
景

舗
静
事

/ 
^ 

ロ

i
河
川
斗

J中

弓I~I
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韮
口
元
以
上
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b
・
霊
ー
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陸
、
一
畝
は
O
九
四
回
凡
膏
誼
瞥
畝
。

之
は
最
も
普
通
の
土
地
の
償
格
の
比
較
で
あ
る
が
、
無
濯
翫
地
の
慣
格
は
濯
瓶
地
の
モ
れ
の
約
延
分
の
一
)
一
に
蛍
る
?

+
引
に
小
伊
慣
行
に
及
す
影
響
を
同
じ
調
査
に
よ
れ
ば
、
漉
海
地
と
無
護
班
地
と
の
聞
に
は
次
D
如
昔
差
異
が
存
す
る
。

第
一
に
小
作
料
の
納
入
期
が
濯
祝
地
に
於
で
は
三
月
の
驚
蛍
節
で
あ
り
、
無
描
構
成
川
地
に
於
て
は
四
庁
の
清
明
節
で
あ
る
。
第
，
一
に

小
作
期
間
に
於
で
は
濯
甑
地
は
五
年
が
多
く
、
無
濯
淑
地
は
三
年
が
多
い
。
第
三
に
小
作
料
額
陀
就
い
て
云
へ
ば
ベ
金
納
の
一
揚
合
に ン

四

、F 、
一一)ヂーん

は
、
濯
瓶
地
は
毎
畝
五

f
七
一
万
が
最
も
多
く
、
最
高
額
は
十
一
克
に
建
ず
る
。
無
濯
瓶
地
は
毎
畝
=
一
一
元
前
後
が
多
く
、
最
高
額
は
五
・

五
元
で
あ
る
。
物
納
の
揚
合
に
は
、
濯
淑
地
は
毎
畝
穀
予
八

l
一
O
牛
が
最
も
多
く
、
無
護
班
地
は
阿

i
五
A
T
で
あ
る
可
。

支
那
は
飢
僅
白
岡
と
云
は
れ
、
特
に
北
支
は
早
帥
皿
、
洪
氷
に
連
続
的
に
襲
は
れ
る
。
自
然
は
何
等
入
矯
的
克
服
を
受
け
て
ゐ
泣

い

。

農

民

舛

官

然

の

怒

意

に

盲

従

し

、

全

ぐ

天

に

槙

っ

て

農

業

生

産

を

行

っ

て

ゐ

る

。

明

、

農
業
は
市
機
、
的
生
産
で
あ
り
、
共
の
生
産
力
の
維
持
、
横
充
の
矯
め
の
技
術
的
保
件
は
第
一
に
自
然
の
恋
意
白
克
服
で
あ
ら
ね
ば

た
ら
瓦
い
。
か
L
る
意
味
に
於
て
、
北
支
農
業
に
於
で
は
、
防
水
、
排
水
施
設
D
確
立
ξ
共
に
、
種
税
事
業
の
建
設
が
農
業
生
産
の
も

。
丈

前

提

僚

件

を

な

す

の

で

あ

る

。

打

、

一

諦

然
る
に
現
寅
に
於
て
は
、
品
す
に
も
強
烈
紅
白
然
的
諸
保
件
の
存
在
す
る
上
、
枇
合
経
済
的
諸
関
係
に
制
約
せ
ら
れ
て
、
か
L
る

醐

事
業
は
殆
ど
有
数
日
仏
康
汎
に
は
行
は
れ
て
ゐ
危
い
o

北
支
忙
於
て
は
半
年
に
あ
っ
て
も
、
降
水
量
、
土
壌
共
の
他
自
然
的
諮
傑
件
に
購李

よ
り
人
工
濯
摘
を
絶
針
に
必
要
止
す
る
。

然
る
に
僅
か
綿
耕
地
面
積
の
一
割
に
足
ら
ざ
る
濃
畿
地
一
が
存
在
す
Z
に
、
寸
ぎ
た
い
。
而
も
之
は
小
規
模
注
井
戸
護
漸
に
よ
っ
て
主

35) 
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J字

r 

北

支

農

業

と

盟

問

傍

五

十

回

巻

と
し
尤
漉
概
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
空
港
務
用
井
戸
は
北
方
平
原
に
は
比
較
的
殻
遣
し
て
は
ゐ
、
る
が
.
周
部
的
護
達
を
注
し
て

ゐ
る
に
過
ぎ
た
い
。
そ
の
普
及
も
農
民
自
ら
の
活
動
に
よ
っ

τ行
は
れ
た
白
で
は
た
く
、
主
と
し
℃
政
府
或
は
慈
善
商
慣
等
の
奨
蹴

調
劫
に
土
っ
て
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
農
民
一
が
経
済
的
に
窮
迫
し
盤
井
白
能
力
を
有
し
ー
な
い
が
鋳
で
あ
る
。

、
海
淑
用
井
戸
に
於
て
も
、
相
惜
班
能
力
大
た
る
機
械
井
戸
は
殆
ど
富
農
階
居
K
集
中
L
で
ゐ
る
。
腺
櫨
井
戸
が
決
定
的
危
比
重
を
占

め
る
。
之
は
農
村
社
舎
内
部
白
遁
剰
人
口
を
基
礎
地
盤
と
し
、
か
A
る
過
剰
人
口
は
水
車
或
は
役
畜
を
も
排
除
せ
ん
と
す
る
傾
向
に

あ
る
J
小
農
は
零
細
在
る
土
地
所
有
並
に
そ
白
温
度
白
分
散
に
よ
っ
て
磐
井
を
決
定
的
に
困
難
た
ら
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
共
同
井
戸

。
掘
盤
は
康
く
行
は
れ
て
ほ
ゐ
在
い
。
従
っ
て
土
地
制
度
白
改
革
、
耕
地
の
交
換
分
合
が
行
は
れ
た
け
れ
ば
友
ら
た
や
。

纏
概
を
行
ム
事
に
よ
り
作
物
の
婚
牧
並
陀
牧
穫
の
安
定
化
が
資
さ
れ
る
。
併
し
乍
ら
、
井
戸
の
所
有
関
係
に
基
く
必
然
的
結
果
と

L
て
、
か
と
奇
利
益
を
亭
け
得
る
の
は
富
農
居
の
み
で
あ
る
。

ま
た
井
戸
の
掘
撃
に
よ
り
曳
漉
滅
地
は
地
債
D
騰
貴
並
に
小
作
傑
件
の
鑓
更
を
費
す
。
小
作
人
は
耕
作
権
が
油
開
立
さ
れ
て
を
ら
宇

小
作
期
間
も
一
般
に
短
昔
故
、
小
作
地
に
撃
井
す
る
事
は
殆

E
左

い

。

ー

北
支
農
業
に
於
て
は
入
工
濯
波
を
紹
針
的
に
必
要
と
す
る
に
拘
ら
十
、
河
川
、
湖
沼
の
利
用
困
難
で
あ
る
。
唯
だ
幸
ひ
、
地
下
水

位
が
一
般
に
高
い
故
井
戸
瀦
慨
を
行
ム
ベ
者
自
然
的
好
保
件
を
な
一
し
て
ゐ
る
。

問
題
は
農
民
が
窮
迫
し
て
磐
井
し
え
た
い
黙
に
存
じ
、
之
は
ま
た
土
地
所
有
閥
係
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
土
地

制
度
白
改
革
も
必
要
で
あ
る
が
、
首
商
の
問
題
と
じ
で
は
、
政
府
が
低
利
資
金
E
貸
輿

L
で
盤
井
事
業
を
補
助
、
奨
励
す
べ
き
で
る

ら
う
。
河
北
省
棉
産
改
進
舎
は
磐
井
費
白
低
利
貸
付
を
行
っ
て
ゐ
た
が
、
事
蟹
に
よ
る
物
侵
筒
白
矯
め
所
期
の
目
的
を
達
成
し
符
た

γ

か
っ
た
も
の
L
如
く
で
あ
る
。
か
a
A

る
事
業
推
山
首
機
関
と
し
て
は
合
作
祉
が
最
も
趨
営
と
思
は
れ
る
。
然
し
合
作
枇
白
樫
未
だ
共
の

基
礎
確
立
さ
れ
や
幾
多
の
問
題
を
癒
し
で
ゐ
る
。

主
人
一
。

第
五
掛

」

O
六

ゆ

弘、一、
一。

、、' 




